
研究概要と進捗状況（中間の2024年度時点）

環境政策等への貢献
・硝酸フリーの陽極酸化プロセスの確立

→ 温室効果ガスN2O副生なし
→ N2O含有排ガス浄化不要
→ 硝酸原料のアンモニアの節約
→ 肥料との窒素資源の競合回避

【1RF-2301】研 究 課 題 番 号

統合領域研 究 領 域

「高速で駆動するグリーン水素とアジピン酸の同時合成プロセスの開
発」

研 究 課 題

小畑 圭亮（東京大学）研 究 代 表 者 （ 所 属 ）

2023年度～2025年度研 究 期 間

電気化学、陽極酸化、硝酸フリー、グリーン水素研 究 キ ー ワ ー ド

環境研究総合推進費中間研究成果サマリー

陽極材料開発＆評価

高選択、高生産性な陽極開発

電解システム開発中

環境配慮、陽極機能最大化、
グリーン水素同時生成

+ 2H+↽⇀
反応中 (NaOH投入)

分離析出工程 (酸投入)

環境・経済性のボトルネック(R6取組中)

薬品のコスト・CO2排出


